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について
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午前９時００分開会 

○議長（山下 壽君）  おはようございます。これから本日の会議を開きます。本日の議事日程

は、お手元にお配りしてあるとおりであります。しばらく休憩します。全員、議員控室へ移動願い

ます。 

午前９時０１分休憩 

午前１０時３５分再開 

○議長(山下 壽君)  会議を再開します。休憩前に引き続き会議を続行します。 

 日程第 １ 議案第６２号 「川南町一般職の任期付職員の採用等に関する条例を定めるに 

                  ついて」 

 日程第 ２ 議案第６３号 「川南町職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の全部 

                  改正について」 

 日程第 ３ 議案第６４号 「川南町臨時的任用職員の分限に関する条例を定めるについて」 

 日程第 ４ 議案第６５号 「「財政事情」の作製及び公表についての条例の一部改正につ 

                  いて」 

 以上、４議案を一括議題とします。本４議案は、総務常任委員会に付託されておりましたので、

総務常任委員長の報告を求めます。 

○総務常任委員長（濱本 義則君）  総務常任委員会の審議経過を報告いたします。議案第

６２号から６５号まで、一括して御報告いたします。議案第６２号「川南町一般職の任期付職員の

採用に関する条例を定めるについて」、この件に関しましては、全員賛成で可決でございます。

地方行政の高度化、専門化が進む中で、今後川南町が取り組んでいく課題やサービスに柔軟

に対応するためには、公務部内では得られにくい専門性を備えた人材を一定期間活用していく

ことが必要になってくると予想されます。その際の採用及び給与の特例のために、本条例を定め

るものでございます。続きまして、議案第６３号「川南町職員の分限に関する手続及び効果に関

する条例の全部改正について」、この改正、大きく変わった点は、休職の事由として、第２条に、

水難、火災、その他の災害により、生死不明又は所在不明となった場合を追加し、第３条に降給

の事由を追加したことでございます。本議案は、全員賛成で可決であります。続きまして、議案第

６４号「川南町臨時的任用職員の分限に関する条例を定めるについて」ですが、本条例は、臨時

的任用職員の分限に関する条例でございます。全員賛成で可決であります。続きまして、議案

第６５号「「財政事情」の作製及び公表についての条例の一部改正について」は、字句の変更、

これは、財政事情を財政状況にする点と、句読点に関する変更が主な改正でございます。第５

条に、施行に関しては、町長が定めるとありますのを規則で定めるとしております。本条例改正も、

全員賛成で可決でございます。以上報告を終わります。 

○議長（山下 壽君）  以上で、委員長報告を終わります。これから、委員長報告に対する質疑

を行います。質疑はありませんか。質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。念のため申し
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上げます。討論・採決は、議案ごとに行います。 

 議案第６２号「川南町一般職の任期付職員の採用等に関する条例を定めるについて」 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

○議員（内藤 逸子君）  議案第６２号「川南町一般職の任期付職員の採用等に関する条例を

定めるについて」反対の立場から討論いたします。議案６２号の提案理由で、専門的な知識経験

を有する者を任期を定めて採用する場合の要件等について、定めるとしています。この短時間

勤務職員を採用することに反対する理由は、川南町の役場の中で、臨時、非常勤職員が働いて

おられます。これは、１週間に２０時間以上働いている職員です。職員の２割から３割近くが非正

規職員だと思います。こうした実態の背景には、集中改革プランによる行革を行った結果、正職

員が減らされる中で、行政需要が増え、多忙化するのに対応して、臨時、非常勤職員が急速に

拡大してきました。その結果、今や、臨時、非常勤職員は、補助的、一時的な業務ではなくて、

基幹的、恒常的な業務を担っています。私は、公務の継続性、安定性、公平性ということから言

っても、本来公務というのは任期のない常勤職員で運営するのが基本であるべきと考えます。町

職員の採用は必要人員だから採用するのではありませんか。まして専門的な知識、経験を有す

る方が短時間雇用で来てくれるのでしょうか。継続性、安定性があり、十分能力が発揮できるから

皆さん働いているのではないですか。これが広がれば、自治体リストラによる不安定雇用の拡大、

公務サービス低下につながるのではありませんか。保育所の現場では、非正規職員が半分以上

です。正規職員と同じ保育士の資格を持って、同じように担任を持って、同じように保護者への

対応もしている臨時、非常勤の保育士が、年収２００万円以下のワーキングプア状態に置かれて

います。しかし、この方々の話を聞くと、低い賃金しかもらっていないからといって、いい加減な保

育はできない。子供たちには全力で向き合おうとお互いに話し合っているということです。私は、

身分は臨時、非常勤だけれども、志はプロフェッショナルだと感じた次第です。保育所は、恒常

的に業務が継続しておりますけれども、任期付職員は３年しか働けません。せっかく築いた父母

と子供の信頼関係も、途中で断ち切られてしまう。そして、その先の自分の将来の生活設計も見

通しもなくなってしまう、これは労働者の働く意欲を下げ、ひいては町民や子供たちへのサービス

の質の低下をもたらす大きな問題があると思います。今のところは、任期付職員の採用は考えて

いないとのことですが、現行の公務員制度に混乱、不安定化を招く条例には反対です。以上、

反対討論を終わります。 

○議長（山下 壽君）  ほかに討論はありませんか。これで討論を終わります。 

 これから議案第６２号について、採決します。この採決は、起立によって行います。本案は、委

員長報告のとおり、即ち原案のとおり決定することに、賛成の方は、起立願います。起立多数で

あります。したがって、議案第６２号「川南町一般職の任期付職員の採用等に関する条例を定め

るについて」は、委員長報告のとおり可決されました。 

 議案第６３号「川南町職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の全部改正について」
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討論はありませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第６３号について、採決します。お諮りします。本案は、委員長報告のとおり、即ち

原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。したがって、議案第６３号「川南町職員の分限に関する手続及び効果に

関する条例の全部改正について」は、委員長報告のとおり可決されました。 

 議案第６４号「川南町臨時的任用職員の分限に関する条例を定めるについて」 

討論はありませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第６４号について、採決します。お諮りします。本案は、委員長報告のとおり、即ち

原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。したがって、議案第６４号「川南町臨時的任用職員の分限に関する条例

を定めるについて」は、委員長報告のとおり可決されました。 

 議案第６５号「「財政事情」の作製及び公表についての条例の一部改正について」討論はあり

ませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第６５号について、採決します。お諮りします。本案は、委員長報告のとおり、即ち

原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。したがって、議案第６５号「「財政事情」の作製及び公表についての条例

の一部改正について」は、委員長報告のとおり可決されました。 

 日程第 ５ 議案第６６号 「川南町使用料及び手数料徴収条例の一部改正について」 

 日程第 ６ 議案第６７号 「川南町東地区運動公園条例の一部改正について」 

 以上、２議案を一括議題とします。本２議案は、文教厚生常任委員会に付託されておりました

ので、文教厚生常任委員長の報告を求めます。 

○文教厚生常任委員長（内藤 逸子君）  文教厚生常任委員会に付託されました、議案６６号

について、御報告いたします。関係課の職員の出席を求め、提案理由、補足説明を受け、質疑

を行い、慎重に審査を行いました。議案第６６号は、学校施設使用料の屋外運動場の電気料使

用料を１月１，０００円、文化ホール使用料舞台の部分使用料を１時間当たり５００円、新たに会

議室を１時間当たり３００円追加するものです。東地区の譲り受けた体育館、研修室、和室、給湯

室の使用料が追加されました。図書館の使用料について、占有する場合に限って、ミニシアター

室、準備室、研修室、学習室、お話室の使用料が追加されました。また、関連して、図書館の附

属使用料も追加されます。全員賛成で可決すべきものと決定いたしました。 

 議案第６７号は、議案６６号の中に入りましたので、削除するものです。本議案も全員賛成で可

決すべきものと決定いたしました。以上報告いたします。 
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○議長（山下 壽君）  以上で委員長報告を終わります。これから、委員長報告に対する質疑

を行います。質疑ありませんか。質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 念のため申し上げます。討論・採決は、議案ごとに行います。 

 議案第６６号「川南町使用料及び手数料徴収条例の一部改正について」討論を行います。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

○議員（米山 知子君）  議案第６６号「川南町使用料及び手数料徴収条例の一部改正につ

いて」、反対の意見を述べさせていただきます。今回の改正では、学校施設使用料の中で、屋

外施設使用料が加えられ、電力使用料として、月額１，０００円が定められております。これは、現

在、小学校の運動場及び農村公園を使用して活動しているスポーツ尐年団を対象にしたもので

あります。スポーツ尐年団は、大人の社会体育の活動とは基本的に活動目的の違うことを認識さ

れているのでしょうか。スポーツ尐年団は、スポーツを通して、子供の健全育成を目指すもので、

未来の宝である子供たちの成長を保護者と共に地域や行政が一体となって担っていくものであり

ます。町長はスポーツランド構想で、スポーツでのまちづくりを提唱されましたが、スポーツランド

構想は、町外の人だけを対象にしているのではなく、地元のスポーツ活動をいかに活発にしてい

くかということも大きな要因であるはずです。今回のスポーツ尐年団活動からの使用料徴収は、

地元の子供たちのスポーツ尐年団活動を、これは、スポーツを通して子供の健全育成を図るとい

うことですが、町がどのように考えているのか、本当にスポーツによるまちづくりを考えているのか、

といった町の姿勢が疑われます。地域のボランティアで子供たちのために取り組んでいただいて

いる指導者の意欲にも水を差すものだと思います。また、今回、設定された使用料算定の根拠

については、どの屋外施設についても一律月額１，０００円と、消費電力、時間、回数など考慮さ

れておらず、非常に粗雑なものであります。このような理由から、今回の提案は到底認められるも

のではありません。以上、この議案に反対する理由を述べさせていただき、皆様の御賛同をいた

だきたいと思います。 

○議長（山下 壽君）  ほかに討論はありませんか。 

○議員（児玉 助壽君）  議案第６６号「川南町使用料及び手数料徴収条例の一部改正につ

いて」、反対の立場で討論します。その理由について、財政状況にかかわらず、施設の維持管

理費を賄う上で、利用者負担は原理原則でありますが、東日本大震災で多くの建物の天井が崩

落し、倒壊した惨状を目の当たりにした現在において、今回、本条例で使用料を徴収しようとす

る屋内施設のほとんどが、災害時の避難所に指定されています。しかし、耐震調査、耐震力は、

震災前の耐震基準に基づくものであります。その安心安全の担保も、今回の震災でことごとく覆

されています。公共施設は、安心安全が絶対的な使命であり、避難所に指定されていれば、な

おさらであります。今一度、耐震力の調査を行い、震災後、即ち現在の社会情勢に適応できる施

設整備を行い、改めて使用料徴収条例を上程すべきであります。したがって、本条例に反対す

るものであります。 
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○議長（山下 壽君）  ほかに討論はありませんか。これで討論を終わります。 

 これから議案第６６号について、採決します。この採決は、起立によって行います。本案は、委

員長報告のとおり、即ち原案のとおり決定することに、賛成の方は、起立願います。起立多数で

あります。したがって、議案第６６号「川南町使用料及び手数料徴収条例の一部改正について」

委員長報告のとおり可決されました。 

 議案第６７号「川南町東地区運動公園条例の一部改正について」討論を行います。討論はあり

ませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第６７号について、採決します。お諮りします。本案は、委員長報告のとおり、即ち

原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。したがって、議案第６７号「川南町東地区運動公園条例の一部改正につ

いて」は、委員長報告のとおり可決されました。 

 日程第 ７ 議案第６８号 「川南町温泉簡易浴場の設置及び管理に関する条例の廃止につ 

                  いて」 

を議題とします。本議案は、総務常任委員会に付託されておりましたので、総務常任委員長の

報告を求めます。 

○総務常任委員長（濱本 義則君）  議案第６８号「川南町温泉簡易浴場の設置及び管理に

関する条例の廃止について」の審議経過と結果について、御報告をいたします。 

 本条例の廃止につきまして、まず現地調査を実施しました。そこで対応していただきましたのが、

建設課の専門職員でございました。そして、そこで所見を聞きました。その所見の一端をまず述

べさせていただきます。第１番目、軽量鉄骨であるが、温泉に使用した場合、耐用年数は短くな

ります。２番目に、一番厚く、強く作られている部分の腐食がひどいと。３番目、雤漏りも２カ所ほ

ど確認され、見えない部分でもあるが、鉄骨の腐食が予想をされると。４番目に、昨年、建屋が倒

壊しかかり、鉄骨３本で補強をいたしました。補強部分は確認させていただきました。５番目に、

建設課担当としては、すぐにでも解体の準備をしてもらいたいとの説明を受け、審議をいたしまし

た。担当課にいろんな資料提出を求めまして、説明を受け、審議をいたしました。各委員から出

されました主な意見は次のとおりでございます。非常にあの、順不同でございますけども、まず、

町民に説明なしに、なぜいますぐ閉鎖するのか、非常に乱暴ではないかという意見もございまし

た。続きまして、行政は安心安全を提供しなければならないと思うが、温泉管理に関して、現在の

状況でそれが可能か。３番目に建屋の建てかえは避けられないが、それが財政的に可能だろう

か。次に、民間活力を活用する方法を模索すべきではないかと。次に、実質利用率が２．６４％で

あれば、代替事業、ま、かわる事業を実施するべきではないか。続行したとして、温泉としての機

能をいつまで果たすのか、非常に不透明な状態である。等々、そういう意見が続出をいたしまし

た。採決の結果、賛成多数で可決をされました。執行部におかれましては、存続の方法、代替事
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業の模索等、ぎりぎりまで努力されることを希望いたして報告といたします。 

○議長（山下 壽君）  以上で委員長報告を終わります。これから、委員長報告に対する質疑

を行います。質疑ありませんか。 

○議員（林 光政君） 間違いました。反対討論でよろしく。間違いました。ごめんなさい、ちょっと

間違いました。 

○議長（山下 壽君）  質疑ありませんか。質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 議案第６８号「川南町温泉簡易浴場の設置及び管理に関する条例の廃止について」討論を行

います。まず、原案に反対者の発言を許します。 

○議員（林 光政君）  ちょこちょこ間違いまして申し訳ございません。お詫びいたします。 

 議案第６８号「川南町温泉簡易浴場の設置及び管理に関する条例の廃止について」の案に対

し、先ほど濱本委員長からも、るる報告がございましたが、私は私なりに一言、あえて反対の立場

で発言をいたします。町財政も大変に厳しい折ではございますが、いろいろな条件を満たされな

くなった川南温泉のようでございますが、愛好家の声を町長も副町長も御拝読なされたことと思

います。町民に十分な説明もないまま、閉鎖されるお考えのようです。せめて、あと２、３年でも様

子を見ていただき、町民のいやしの場、町民の語りの場、そして何よりも、お年寄りの方々の川南

温泉を町内最高の楽しみの場にしておられます。病は気からとも申します。いやしの場イコール

健康福祉、即ち、川南町の医療費の削減にもつながるのではないでしょうか。私は尐なからずと

も、そう思うものでございます。川南温泉の存続を強く要望し、議員の皆様方の御賛同を切に、

切にお願いを申し上げ、発言を終わります。 

○議長（山下 壽君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

○議員（德弘 美津子君）  議案第６８号「川南町温泉簡易浴場の設置及び管理に関する条

例の廃止について」賛成の立場から討論いたします。この条例廃止は、平成１０年１月１０日に野

田地区に簡易施設としてオープンいたしました、川南温泉を廃止するものです。川南温泉の当

初は、施設移転も視野に入れたプレハブ簡易施設でした。しかし、近年の景気後退に伴い、財

源が厳しい中に、新規の施設を計画することもなく、１４年を経過してしまいました。ここ数年は、

老朽化も著しく、修繕費用が年々増加傾向にありました。それらを踏まえ、様々な検討をし、今回、

条例廃止をし、平成２４年６月で温泉施設を閉鎖することとして、議会に提案されたものです。総

務委員会で付託をされ、現地調査を行い、現場を見ましたが、一番強くつくられている部分が腐

食をし、下地の木材が見えている状態であります。また、部分補強して連結しているはりや胴縁も

腐食が進んで、見えない部分の腐食もかなりある状態です。公共の建物は、住民にとって安全で

なければなりません。鉄筋の耐用年数から見ても、到底耐えられるものではありません。行政が管

理する施設としては、不適切であると考えますし、万が一のことがあったときの行政責任は大きな

ものがあり、議会としてもいたずらに時間を延ばすことに意味はないと考えます。そして、建物の

老朽化を踏まえて、様々な視点から温泉事業を見ていくと、今年１２月２日に調査した、県衛生
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環境研究所の温泉分析表を見ますと平成９年２月調査時点のナトリウムイオン、このナトリウムイ

オンは、汗の蒸発を防ぎ、湯冷めしにくく、殺菌作用、殺菌効果から、外傷中にも効果があると言

われておりますが、この含有量が１，２０２ミリグラム、平成１１年に１，３８０ミリグラム、平成１４年に

は８６０ミリグラム、今回１２月２日では、１４０ミリグラムとなってきております。他の物質の成分につ

いても、全て規定を下回り、現在では、温度が温泉定義の規定の２５度が、２５．１度のみで、温

度だけが温泉としてあるのみで、現在は、単純温泉として成り立つものです。１億円以上かけて

温泉を掘削いたしましたが、町として運営して継続することを断念せねばなりません。今後の代替

え案として、平成１０年に川南温泉ができる前に鹿児島の妙見温泉に町がバスを運行していた時

に比べ、現在では、幸いなことに隣町に温泉施設がありますので、有効に活用するために、福祉

バスの活用や、１つの参考ですが、割引優待券を発行したり、温泉を福祉政策の１つとして取り

組んでいただきたいと考えます。また、たくさんの愛好家の方もいらっしゃるようですので、できま

すなら、今まで温泉で培われた皆様のつながりを切ることなく、他の温泉施設巡りなどをしてつな

いで欲しいと思います。国の政策において、当時は様々な内需拡大として箱ものが作られ、トロ

ントロンドームや温泉事業もその１つであると考えます。町民の皆様のいこいの場となる温泉施設

で運営いたしておりましたが、景気は一向によくならないばかりか、口蹄疫や東日本大震災という、

思いもよらない波が日本を襲い、川南町民もこれ以上の税金の負担は厳しく、町としても、今後ま

すます厳しい財政を迎えることになることは否定できません。また、今後の高齢化社会を迎える中

で、社会福祉制度を維持する責任を今の世代は担っております。現役世代で３人で高齢者１人

を支えていたものが、２，０３０年には、２人の現役世代で１人の高齢者を支えることになると予測

されております。しかし、来年３月の大学卒業予定者の就職内定率が、５９．９％となり、超氷河期

を迎えている現在、１人で２つも３つも仕事を掛け持ちして、いわば身を削って働く若者も増えて

いき、社会保険にさえ入れずにおります。時代は大きく変化しております。その中で、社会保障

制度を維持することも困難な時代を迎えます。国の政策もそうですが、末端にいる私たちがする

べきことが何であるのか、今の議員に課せられた責任は何であるのか、削減する事業は削減し、

維持する事業は維持すること。あるものをなくす、住民のいこいの場をなくすという苦渋な決断を

我々はせねばなりません。これからの議会は、議員間で議論を尽くして決定する方向へ行くこと

で、住民の皆様に納得できるようにすることが必要とされております。議員の皆様の多数の賛同

を経て可決していただき、どの場に出ても議員全員が温泉廃止について、きちんと説明できるよ

うにお願いをして、私の賛成討論といたします。 

○議長（山下 壽君）  次に、原案に反対者の発言を許します。 

○議員（内藤 逸子君）  議案第６８号「川南町温泉簡易浴場の設置及び管理に関する条例の

廃止について」反対討論をいたします。この条例は、平成２４年７月１日から実施するとしていま

す。川南温泉は、平成１０年１月に開設されました。開設当時は、いずれ温泉施設をつくるという

ことで、簡易浴場でした。しかし、１４年経て、安全が保てない、施設が老朽化したから廃止、と簡
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単に言われます。国から補助金をもらって、１億６，０００万円ものお金をかけ、１，６００メートルも

掘って、やっと見つけた宝の温泉施設です。簡単に更地にして戻せるのでしょうか。町民の声は、

どう受け止めているのでしょうか。尐し紹介します。川南温泉は、質がいいよと耳にしながら、現役

時代はその余裕がなく、そのうちに認知症の母を黄泉の国に送るまで、またそのゆとりがなく、よう

やくここ５、６年お世話になり、週に１、２度通っていましたが、３年ほど前から廃止の声を聴き、不

安に思いつつも、どこかで安心していました。温度低下の件、利用者減の件、老朽化の件、赤字

の件、借地の件等など、財政上それは大変なことでしょう。しかし、それは数年前からわかってい

たこと。町として、町長として、担当者としてその対策にどれだけ打ち込まれたか、まるで存じませ

ん。町外者、他の町村の人たちからよくうらやましがられるのは、川南は元気があるね、川南はな

んでも前向きに取り組むね、活性化精神があるね、です。その言葉に背きながら、川南に住んで

いることを誇りに思ってまいりました。日髙町長は、何か打ち出してくれると信じてきました。お伺

いします。川南温泉再建、復興のため、どれだけピーアールをされたか。また、どれだけ真剣に

取り組まれたか。この事態に対するお考えはと、１度つぶれますと、もう２度と復活はしませんね、

今なら何とか間に合うのではないかとペンを取りました。役場の総合政策課の人たちだけでなく、

一般の町民の有志をも交えて、いい知恵は出せないのでしょうか。これが、私設や第３セクターな

ら、もっともっと真剣に考えているはず、とは陰の声です。町民全員の声を集めるのは無理でしょ

う。なぜなら、年代も違い、趣味も違い、愛好者というのは、どんな分野も尐数者で成り立っている

のです。現在の利用者の数だけで問題視しないでください。ようやく覚えた川南温泉の気持ちよ

さ、ありがたさ、永久になくなるのかと悲しい思いで一杯です。がんばろう川南、がんばろう川南温

泉、よろしくお願いします。利用者が尐ない、赤字になった原因はどこにあるのか。九州の名湯１

００選に入っているのに知らない人が多い。アピールが足りないのではないか。トロンドームや図

書館については、イベントや新刊紹介など、毎月町報で回ってくる。温泉も利用者数や温泉の効

能、利用者の声などを載せたらどうだろうか。福祉バス、温泉バスと思っていた、は、長寿会の人

しか乗せないそうだけど、温泉を利用したいと思っている町民は、誰でも乗せると多くの人が来れ

る。自分で車を運転できない人はありがたいと思う。福祉バスは、長寿会が貸し切っているのだそ

うだ。温泉に集まり、みんなの顔を見ていろいろな話をしているうちに、年を取っても元気で暇が

あれば、いろいろな活動をしようという声も出るのではないだろうか。例えば花つくり、幼稚園、保

育所、小中学校などとの交流や、安全見守りなどの支援、カラオケ、スポーツなどのレクリエーシ

ョンなど、そうやって、自ら元気が出れば医療費も尐なくなるのではないだろうか。そればかりでは

なく、町おこしの一翼を担うこともできるのではないだろうか。温泉利用者の声を聴いたり、川南温

泉のことをアピールするのは誰の仕事だろうか。もし温泉がなくなったら、人と会って話す場がなく

なる。年よりは家に引きこもって外に出なくなる。人から離れて一人になると、生きているのが面白

くなくなり、つらくなるだろう。中には自殺する人も出てくるかもしれない。温泉で自分の身体や心

をケアしている人は多い。その効果は大きいと思う。温泉がなくなれば、医療に頼ることになる。そ
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うすれば、医療が必要となる。当然保険を利用するのだから、町の負担は増えるはず。また、年

寄りの集まる場や健康づくりのために施設をつくればもっとお金がかかるはず。温泉は赤字であ

っても広い目で見れば安上がりだと思う。こんなに川南のことを考えている方々がいることがわか

って勇気が湧いてきませんか。川南温泉を利用している数は２、３割の町民と言われますが、これ

まで川南を支えてきた方々です。今になって温泉の分析が公表されました。泉質の効果はなくな

ったとのことですが、川南温泉だから残して欲しいと言っているのです。川南温泉にきている皆さ

んは言います。川南温泉に入ってみないと。入ってない皆さん、一度入ってくれ。入らないとよさ

はわからないと口を揃えます。立派な温泉施設にせずとも今のまま安全であればいいんだ、年寄

りの楽しみを奪わないで、と言われます。温泉利用者の声の一部を代弁しまして、温泉廃止条例

の反対討論といたします。御賛同をよろしく願いいたします。 

○議長（山下 壽君）  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

○議員（竹本 修君）  議案第６８号「川南町温泉簡易浴場の設置及び管理に関する条例の廃

止について」賛成する立場から討論いたします。町長の提案理由の説明では、川南温泉は、平

成１０年１月にオープンし、１４年目を迎えようとしている中で、その間、温泉用地を借地し、財政

的なこともあり、建てかえや大規模な改修もしないまま、現在に至っています。そのため、各器具

類の損傷は激しく、特に建屋については、安全性について危惧されております。また、現在まで

の浴場の利用者数、管理運営状況を見る限り、とても存続、継続する状況ではないように思われ

ます。利用者からの声として、存続となりますと、建てかえが必要になり、かなりの財政負担が求

められ、尐なくとも６，０００万円は必要だとも言われております。今までの温泉に関する維持管理

費の累計が６，０００万円を超過していることも事実であります。このような状況をかんがみ、廃止

することもやむを得ないと思われます。今後におかれましては、町民の温泉利用者に対し、近隣

の町にある温泉への利用券の発行、また、送迎等を検討し、温泉での医療、福祉に対処される

ことを踏まえて、温泉利用者へ理解を得られるよう求めるものでございます。以上申し上げ、この

議案に対して賛成討論といたします。 

○議長（山下 壽君）  ほかに討論はありませんか。これで討論を終わります。 

 これから議案第６８号について、採決します。この採決は、起立によって行います。本案は、委

員長報告のとおり、即ち原案のとおり決定することに、賛成の方は起立願います。起立多数であ

ります。したがって、議案第６８号「川南町温泉簡易浴場の設置及び管理に関する条例の廃止に

ついて」は、委員長報告のとおり可決されました。 

 日程第 ８ 議案第６９号 「平成２３年度交付建設第２‐Ａ１０９-１号松原・通山線松原下橋上 

                  部工事請負契約の変更契約の締結について」 

を議題とします。本議案は、産業建設常任委員会に付託されておりましたので、産業建設常任

委員長の報告を求めます。 

○産業建設常任委員長（児玉 助壽君）  産業建設常任委員会に付託されました、議案第６９
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号「平成２３年度交付建設第２‐Ａ１０９-１号松原・通山線松原下橋上部工事請負契約の変更契

約の締結について」、その審査の経過と結果について報告します。この案件は、当初盛土を購

入する予定でありましたが、自前で盛土が確保できたため、減額変更し、契約を締結するもので

あります。原案のとおり全会一致で認め、可決であります。以上で報告を終わります 

○議長（山下 壽君）  以上で委員長報告を終わります。これから、委員長報告に対する質疑

を行います。質疑ありませんか。質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 議案第６９号「平成２３年度交付建設第２-Ａ１０９‐１号松原・通山線松原下橋上部工事請負契

約の変更契約の締結について」討論を行います。討論はありませんか。討論なしと認めます。こ

れで討論を終わります。 

 これから議案第６９号について、採決します。お諮りします。本案は、委員長報告のとおり、即ち

原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。したがって、議案第６９号「平成２３年度交付建設第２‐Ａ１０９‐１号松原・

通山線松原下橋上部工事請負契約の変更契約の締結について」は、委員長報告のとおり可決

されました。 

 日程第 ９ 議案第７０号 「平成２３年度川南町一般会計補正予算（第５号）」 

 日程第１０ 議案第７１号 「平成２３年度川南町水道事業会計補正予算（第１号）」 

 日程第１１ 議案第７２号 「平成２３年度川南町介護保険特別会計補正予算（第２号）」 

 本、３議案は、所管事項別に各常任委員会に付託されておりましたので、各常任委員長の報

告を求めます。まず、総務常任委員長の報告を求めます。 

○総務常任委員長（濱本 義則君）  議案第７０号「平成２３年度川南町一般会計補正予算

（第５号）」、総務常任委員会関係の審議結果を報告いたします。歳入の１７款２項１目、財政調

整基金繰入金４，３５０万円、これは、財源調整のために取り崩すものでございます。歳出の２款１

項６目１３節委託料７００万円は、宮崎県口蹄疫復興対策運用型ファンド事業、これは３分の２の

補助でございますけども、で、取り組む運動公園内の「自由の広場」に建設予定の屋根付き多目

的運動場の設計委託料及び地質調査委託料であります。今の考えでは、広さが１辺４０ｍぐらい

になるんではないかという予定でございます。２款１項１０目電子計算費１３節、委託料９６９万円

は、総合行政システムのリース期間が終了し、現在再リースで運用しておりますが、今回、宮崎に

ある宮崎中央インターネットデータセンターのコンピューターのシステムを４町、これは、川南町、

都農町、高原町、熊本県の錦町、合同で使用するリース料２５５万円、これは、今までに比べると、

本町だけで２０％の経費節減になるようでございます。と、システム移行料７１４万円でございます。

２款２項２目、賦課徴収費、１７万４千円は、確定申告時における使用のパソコン１１台とプリンタ

ー１台の賃借料でございます。以上、総務委員会に付託されました案件につきましては、全員賛

成で可決でございます。 
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○議長（山下 壽君）  次に、文教厚生常任委員長の報告を求めます。 

○文教厚生常任委員長（内藤 逸子君）  議案第７０号「平成２３年度川南町一般会計補正予

算（第５号）」について、報告いたします。関係課の職員の出席を求め、提案理由、補足説明を

受け、質疑を行い、慎重に審査を行いました。全員賛成で可決すべきものと決定いたしました。

主なものについて報告します。補正予算の文教厚生委員会の関係の主なものですが、健康福

祉関連の障害福祉費、自立支援医療費３８３万１，０００円は、当初見込みに対し、医療費が現

在かなり増加しているため、予算の不足が見込まれるためのものです。同じく任意事業費は重度

障害者医療費助成と障害者住宅改造費に７５８万９，０００円も同様の理由での計上です。予防

費委託料６１６万４，０００円は、６５歳以上の方の季節性インフルエンザに対する予防接種の補

助をするものです。文化施設費の中に光熱水費として１７０万円の減額は、図書室電球を蛍光灯

に交換し、センサーを付け、電気料が節約できたものです。修繕費６０万円は、さらなる節電対策

のためのものです。雤漏り防水工事設計委託料３２０万円は、緊急を要する漏水について４，１０

０万円の修繕を予定しています。それについて、今年度で十分現場を見てきちんと設計をしたい

とのことです。議案第７２号「平成２３年度川南町介護保険特別会計補正予算（第２号）」につい

ても、全員賛成で可決すべきものと決定しました。議案第７２号の主なものについては、施設介護

サービス給付費は、当初予算から見た場合、尐なくて済みそうなので、５００万円の減額をいたし

ました。今後の不足見込みで、居宅介護住宅改修費、要介護者に上限２０万円、居宅介護サー

ビス計画給付費、介護予防住宅改修費、要支援者及び特定入所者介護サービス費をそれぞれ

増額計上ですが、歳入歳出の増減はなく、事業の組みかえを行うものです。以上報告を終わりま

す。 

○議長（山下 壽君） 次に、産業建設常任委員長の報告を求めます。 

○産業建設常任委員長（児玉 助壽君）  産業建設常任委員会に付託されました、議案第７０

号、７１号について、審査の経過と結果について報告いたします。所管職員の説明を受け、現地

調査等を実施し、質疑討論を行い、採決の結果、２議案とも原案のとおり全会一致で認め、可決

であります。議案第７０号「平成２３年度川南町一般会計補正予算（第５号）」について、産業建

設常任委員会に付託されました案件について、次のような意見、要望があったことを報告いたし

ます。畜産業費中、畜産経営再開支援推進事業は、１２戸の尿処理施設の改修整備を行うもの

で、今年度で終了するものでありますが、いまだ未整備の農家があるため、事業継続を県に強く

要望する。農地費中、工事請負費は、５カ所の排水路の補修工事を行うものです。補修の原因

がずさんな管理によるもので、今後、受益者を含め、関係所管合同で協議を行い、管理組織を

構築する。水産業費、漁協直販施設検討委員会補助金について、漁協は自身の問題であるこ

とを自覚し、補助金に頼ることなく、自己負担を含め、検討委員会を運営すべきである。道路維

持費工事請負費は、工業団地内の側溝敷設工事であります。現地調査の過程において、団地

内側溝の管理について、事業者に清掃と経路の管理をしてもらうこと等々の意見、要望がありま
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した。議案第７１号「平成２３年度川南町水道事業会計補正予算（第１号）」について、この減額

の理由は、人事異動及び県人事委員会勧告に伴う職員給与の減額によるものであります。以上

で報告を終わります。 

○議長（山下 壽君）  これから、委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。念のため申し上げます。討論・採決は、議案ごと

に行います。 

 議案第７０号「平成２３年度川南町一般会計補正予算（第５号）」について、討論を行います。ま

ず、原案に反対者の発言を許します。 

○議員（内藤 逸子君）  議案第７０号「川南町一般会計補正予算（第５号）」について、反対討

論いたします。補正額は、１億２，１６８万円です。養豚経営再開支援対策として、農場の尿処理

施設改良や、設置に対する補助金や、６５歳以上の方に対するインフルエンザ予防接種補助な

ど、町民にとってよいことであり、賛成ですが、私は一般質問でも、山本、記念館、野田原の３つ

の保育所を廃止して、１カ所に民設民営の保育所を設置する問題について、質問いたしました。

公的保育の重要性が求められているとき、地域に密着し、親しまれている、山本、記念館、野田

原保育所は、町の責任で運営を継続し、子育て新システムの議論の行方を見守って、制度改悪

を食い止め、すべての子供の保育を受ける権利と発達を保障する自治体の足場にすべきではな

いか、問うてきました。十文字保育所に続いて東保育所を民営化し、今度は３カ所を１つにして

社会福祉法人に譲渡するものです。町立保育所を次々と手放していくことは、本町のよりよい保

育の実施、地域の利便や信頼を得ている町立保育所の役割を自ら捨てるものであります。川南

町が、本当に乳幼児の健やかな成長、父母の信頼や希望に応えるなら、継続して運営をし、責

任を果たす道を追求すべきだと思います。山本小学校の敷地が、川南町のものであるから問題

はないと言われますが、小学校の敷地の中に特定の事業者を利する民間の保育所を作ることは

納得できません。補正予算の中に、まだ決まっていないと説明されました。保育所移譲先選定委

員会謝金が含まれていますので、この予算については認められません。また、宮崎県口蹄疫復

興対策運用型ファンド事業として、屋根付き多目的運動場設計委託料７００万円についても、口

蹄疫からの再開は進んでいるとは言えない現状の中で、補助金が出るからといって、口蹄疫復

興にどうつながるのか、町民に見えていません。したがって、この２点の予算について反対いたし

ます。以上述べ、反対討論といたします。 

○議長（山下 壽君）  ほかに討論ありませんか。これで討論を終わります。 

 これから議案第７０号について、採決します。この採決は、起立によって行います。本案は、委

員長報告のとおり、即ち原案のとおり決定することに、賛成の方は、起立願います。起立多数で

あります。したがって、議案第７０号「平成２３年度川南町一般会計補正予算（第５号）」について

は、委員長報告のとおり可決されました。 

 議案第７１号「平成２３年度川南町水道事業会計補正予算（第１号）」について、討論を行いま
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す。討論ありませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第７１号について、採決します。お諮りします。本案は、委員長報告のとおり、即ち

原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。したがって、議案第７１号「平成２３年度川南町水道事業会計補正予算

（第１号）」については、委員長報告のとおり可決されました。 

 議案第７２号「平成２３年度川南町介護保険特別会計補正予算（第２号）」について、討論を行

います。討論はありませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第７２号について、採決します。お諮りします。本案は、委員長報告のとおり、即ち

原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。したがって、議案第７２号「平成２３年度川南町介護保険特別会計補正

予算（第２号）」については、委員長報告のとおり可決されました。 

 日程第１２ 議案第７３号 「国営造成施設管理体制整備促進事業（操作体制整備型）の事務 

                  の委託に関する都農町及び高鍋町との協議について」 

を議題とします。本議案は、産業建設常任委員会に付託されておりましたので、産業建設常任

委員長の報告を求めます。 

○産業建設常任委員長（児玉 助壽君）  産業建設常任委員会に付託されました、議案第７３

号「国営造成施設管理体制整備促進事業（操作体制整備型）の事務の委託に関する都農町及

び高鍋町との協議について」、その審査と経過について報告いたします。この案件は、高鍋、都

農、両町から事務委託を受けて、本町が窓口になり、事務の効率化を図るものであります。原案

のとおり、全会一致で認めて、可決であります。以上で報告を終わります。 

○議長（山下 壽君）  以上で、委員長報告を終わります。これから、委員長報告に対する質疑

を行います。質疑ありませんか。質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 議案第７３号｢国営造成施設管理体制整備促進事業（操作体制整備型）の事務の委託に関す 

る都農町及び高鍋町との協議について｣、討論を行います。討論はありませんか。討論なしと認

めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第７３号について、採決します。お諮りします。本案は、委員長報告のとおり、即ち

原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。したがって、議案第７３号「国営造成施設管理体制整備促進事業（操作

体制整備型）の事務の委託に関する都農町及び高鍋町との協議について」は、委員長報告のと

おり可決されました。 

 日程第１３ 議案第７５号 「財産（土地）の取得について」 
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を議題とします。本議案は、総務常任委員会に付託されておりましたので、総務常任委員長の

報告を求めます。 

○総務常任委員長（濱本 義則君）  議案第７５号「財産（土地）の取得」については、土地の

単価が尐し高いのではという意見がありましたが、賛成多数で可決であります。本議案は、高森

近隣公園用地費として、平成２２年度予算で計上されていたものが、都市計画決定、都市計画

事業認可及び相続に関する手続に時間を要し、平成２３年度に繰り越された予算関連でござい

ます。高森近隣公園整備につきましては、まちづくり交付金事業で取り組んでおりますが、現在

は都市再生整備計画事業と名称が変更になっております。内容には変更はないようでございま

す。以上報告を終わります。 

○議長（山下 壽君）  以上で、委員長報告を終わります。これから、委員長報告に対する質疑

を行います。質疑ありませんか。質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 議案第７５号｢財産（土地）の取得について｣を討論を行います。討論はありませんか。討論なし

と認めます。これで討論を終わります。 

 これから議案第７５号について、採決します。お諮りします。本案は、委員長報告のとおり、即ち

原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。したがって、議案第７５号「財産（土地）の取得について」は、委員長報告

のとおり可決されました。 

 日程第１４ 請願第 ３号 「漁船用軽油にかかる軽油引取税の免税等に関する国への意見書 

                  案の提出を求める請願書」 

についてを議題とします。本請願は、産業建設常任委員会に付託されておりましたので、産業建

設常任委員長の報告を求めます。 

○産業建設常任委員長（児玉 助壽君）  産業建設常任員会に付託されました、請願第３号

「漁船用軽油にかかる軽油引取税の免税等に関する国への意見書案の提出を求める請願書」

についての審査の経過と結果について報告いたします。中近東の政治情勢の不安により、あ、

失礼しました。中近東の政情不安による燃油の高騰が継続する中、漁業資源の減尐、長引く景

気の悪化に伴う魚価低迷、それに追い打ちをかける東日本大震災の原発事故による風評被害

のあおりで、なお一層の魚離れ、魚価安が進み、我が国の漁業を取り巻く環境は厳しさを増して

います。この厳しい環境の中で、これまで漁家の燃油経費削減に貢献してきた軽油引取税と免

税制度が、地方税法の改正や漁家にとっては改革、改悪により、このままでは平成２４年３月末ま

でに廃止にされる状況にあります。これらをかんがみ、全会一致で認め、本請願を承認したもの

であります。以上で報告終わります。 

○議長（山下 壽君）  以上で、委員長報告を終わります。ただ今の委員長報告は、採択であり

ます。これから、委員長報告に対する質疑を行います。質疑ありませんか。質疑なしと認めます。



平成２３年第１０回１２月定例会最終日 

- 135 - 

 

これで質疑を終わります。 

 請願第３号「漁船用軽油にかかる軽油引取税の免税等に関する国への意見書案の提出を求

める請願書」について討論を行います。討論はありませんか。討論なしと認めます。これで討論を

終わります。 

 これから請願第３号について、採決します。お諮りします。本案は、委員長報告のとおり、採択

することに、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。したがって、請願第３号「漁船用軽油にかかる軽油引取税の免税等に関

する国への意見書案の提出を求める請願書」については、委員長報告のとおり採択することに

決定しました。 

 日程第１５ 発議第 ６号 「森林・林業・木材産業施策の積極的な展開を求める意見書につい 

                  て」 

を議題とします。朗読は省略します。提出者から、趣旨説明を求めます。 

○議員（児玉 助壽君）  発議第７号「森林・林業・木材産業施策の積極的な展開を求める意

見書について」、その提案理由の説明を行います。なお、お手元に配布しております意見書を朗

読して、提案理由の説明といたします。 

 

森林・林業・木材産業施策の積極的な展開を求める意見書 

 

 我が国の森林はまさに今、戦後造成してきた人工林が利用期を迎えつつあり、この資源を活用

して森林・林業の再生を図ることが、疲弊した地方の再生を図り、持続可能な循環型社会を構築

する鍵と言える。 

 しかしながら、森林・林業・木材産業を取り巻く状況は依然厳しく、地域の方々の努力により築

かれてきたこの森林は、採算性の低迷等のため利用されず放置され、このままでは林業の再生

が実現しないばかりか、森林の荒廃を招き、水源涵養、国土保全、地球温暖化防止等の森林の

公益的機能の発揮に支障を及ぼすことが懸念される事態となっている。 

 また、未曾有の被害をもたらした東日本大震災の復興を図っていくためには、山地災害からの

復旧や海岸防災林の再生のみならず、被災地域の基幹産業として林業・木材産業を再生して

いくこと、復興資材である木材を全国的に安定供給していくことが急務となっている。 

 よって、国においては、森林・林業の再生を図り東日本大震災の被災地の復興を全国規模で

進めることができるよう、下記事項について特段の措置を講じるよう強く要望する。 

 

記 
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１ 森林・林業の再生に向けた取組を一層推進するため、「森林整備加速化・林業再生事業」の 

 継続・拡充を図ること。 

２ 東日本大震災からの速やかな復興に向けて、被災した治山施設や林道、木材加工施設等の 

 早期復旧に加え、雇用拡大や復興木材の供給に向けた森林・林業再生の施策の充実を図る 

 こと。 

３ 新たなエネルギー政策を進めるに当たっては、再生可能な資源である木質バイオマスのエネ 

 ルギー分野への一層の有効利用が図られるよう必要な措置を講じること。 

 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

 平成２３年１２月１６日 

宮崎県児湯郡川南町議会 

衆議院議長            殿 

参議院議長            殿 

内閣総理大臣           殿 

内閣官房長官           殿 

東日本大震災復興対策担当大臣   殿 

総務大臣              殿 

財務大臣              殿 

厚生労働大臣           殿 

農林水産大臣           殿 

国土交通大臣           殿 

 

 以上のとおりでありますので、各議員の賛同、御決定いたしますよう申し上げます。 

 あ、失礼しました。発議第７号と申しましたが、正しくは、発議第６号であります。訂正してお詫

び申し上げます。 

○議長（山下 壽君）  以上で、趣旨説明を終わります。これから、質疑を行います。質疑ありま

せんか。質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。  

 これから、発議第６号「森林・林業・木材産業施策の積極的な展開を求める意見書について」

討論を行います。討論はありませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから発議第６号について、採決します。お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに、

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。したがって、発議第６号「森林・林業・木材産業施策の積極的な展開を求
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める意見書について」は原案のとおり可決されました。 

 お諮りします。ただ今可決されました意見書の取り扱いについては、議長一任願いたいと思い

ますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。したがって、意見書の取り扱いについては、議長一任することに決定しま

した。 

 日程第１６ 発議第７号 「安全・安心な国民生活実現のため、防災・生活関連予算の拡充と国 

                 土交通省の出先機関の存続を求める意見書について」 

を議題とします。朗読は省略します。提出者からの趣旨説明を求めます。 

○議員（濱本 義則君）  発議第７号「安全・安心な国民生活実現のため、防災・生活関連予

算の拡充と国土交通省の出先機関の存続を求める意見書について」、その提案理由の説明を

行います。なお、お手元に配布しております意見書を朗読して、提案理由の説明といたします。 

 

    安全・安心な国民生活実現のため、防災・生活関連予算の拡充と国土交通省の出先機 

    関の存続を求める意見書 

 

 九州地方の風水害による被害は全国と比較しても非常に多く、また、土砂災害は全国で発生

するうちの約６割が九州で発生しており、降雤による道路の事前通行規制で頻繁に孤立する地

域も数多くあります。 

 このため、九州においては、河川の氾濫、高潮被害、土砂災害等の自然災害に対する早急な

対策が必要となっています。 

 また、高速交通基盤の整備が遅れている地域では人口や所得等の伸びに格差がみられるた

め、地域間格差の是正に向けた道路網の整備等の取り組みが必要となっています。 

 さらに、地震や津波などに対する防災対策や危機管理体制の拡充も急務となっています。 

 こうした国民の安全・安心な暮らしの実現に向けた社会資本の整備・管理は国が責任を持って

実施することが憲法上の責務です。しかし、現在、政府・財界が推し進めている「地方分権（地域

主権）」、「道州制導入」は、憲法・地方自治法で規定された団体自治及び住民自治が基礎とな

る地方分権（地域主権）の実現に向けたものではなく、国の役割とりわけ憲法が保障する国民に

対する責任を放棄するものであり、国土の均等ある発展にも影響を及ぼしかねません。 

 一方、関西・九州ともに平成２３年５月２６日に発表した移譲機関に「①経済産業局②地方整備

局③地方環境事務所」を提示しています。さらに、九州知事会は出先機関を「丸ごと」移譲すると

今年の７月１日に発表しています。「直轄国道、直轄河川は原則として全て地方に移管し、国に

残す事務は全国ネットワークとしての高規格幹線道路網の整備（高速自動車国道、一般国道の

うち自動車専用道路）等に限定する」としており、このことが推し進められれば、地方と都市の地
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域間格差及び防災面への不安がさらに拡大すると共に、行政サービスの低下をまねく事になり

ます。 

 さらに、「地方分権（地域主権）」も「道州制導入」も国民の間では全く議論になっておらず、こう

したことを強引に推し進めることは主権在民の原則を頭から否定するものです。 

 憲法第 25 条では、国は、すべての生活部面について、社会福祉、社会保障及び公衆衛生の

向上及び増進に努めなければならないとし、国の社会的使命が規定されています。 

 国民の生命と財産を守るための社会資本の整備・管理は、まさにこの憲法の規定を実現するも

のであり、国の責任ある執行が求められています。 

 よって、国におかれては、国民の安全・安心な暮らしを実現するため、特に次の３点について強

く要望します。 

 

記 

 

１ 「地方分権（地方主権）」については拙速に結論を出すことを避け、国民生活に対するメリット 

 デメリットなどの情報を事前に開示し、充分な時間を確保した議論を経た後に結論を出すこと。 

２ 防災、生活・環境保全、維持関連公共事業予算の確保・拡充を図ること。 

３ 現在直轄で整備・管理している道路・河川行政は国の責任を明確にし、安易な地方整備局、 

 事務所、出張所の廃止や地方移譲は行わないこと。 

 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 

 

   平成２３年１２月１６日 

 

宮崎県児湯郡川南町議会 

 

内閣総理大臣  殿 

総務大臣     殿 

国土交通大臣  殿 

宮崎県知事   殿 

 

 以上のとおりでありますので、各議員の賛同を得て御決定いただきますよう、お願い申し上げま

す。 

○議長（山下 壽君）  以上で、趣旨説明を終わります。これから、質疑を行います。質疑はあり

ませんか。質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 
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 これから、発議第７号「安全・安心な国民生活実現のため、防災・生活関連予算の拡充と国土

交通省の出先機関の存続を求める意見書について」討論を行います。討論はありませんか。討

論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから発議第７号について、採決します。お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに、

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。したがって、発議第７号「安全・安心な国民生活実現のため、防災・生活

関連予算の拡充と国土交通省の出先機関の存続を求める意見書について」は原案のとおり可

決されました。 

 お諮りします。ただ今可決されました「意見書」の取り扱いについては、議長一任願いたいと思

いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。したがって意見書の取り扱いについては、議長一任とすることに決定しま

した。 

 ここで、日程についてお諮りします。ただいま、【児玉 助壽】議員ほか２名から、発議第８号「漁

船用軽油にかかる軽油引取税の免税等に関する国への意見書について」、提出がされました。

これを日程に追加し、順序を変更して追加日程として議題としたいと思いますが、御異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。したがって、発議第８号を日程に追加し、順序を変更し、議題とすることに

決定しました。 

 追加日程第１ 発議第８号 「漁船用軽油にかかる軽油引取税の免税等に関する国への意見 

                   書について」 

を議題とします。朗読は省略します。提出者から趣旨説明を求めます。 

○議員（児玉 助壽君）  発議第８号「漁船用軽油にかかる軽油引取税の免税等に関する国

への意見書について」、その提案理由の説明を行います。なお、お手元に配布しております意見

書を朗読して、提案理由の説明といたします。 

 

漁船用軽油にかかる軽油引取税の免税等に関する国への意見書 

 

 これまで漁家の経営に貢献してきた軽油引取税等の免税制度が、地方税法の改正によって、

このままでは２０１２年(平成２４年)３月末で廃止される状況にある。 

 漁業においてはコストに占める燃油のウエイトは極めて大きいことから、我が県の漁業は、かね

てからの魚価下落に加えて燃油高騰が継続する中、ここ数年で急速に疲弊した。 
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 さらに追い打ちをかけるように今回、東日本大震災の大打撃に加え原発事故の風評被害にも

見舞われ、漁業経営はより深刻の度を深めている。 

 このような中、水産物の安定供給とともに、これに不可欠の前提となる漁業者の経営安定を維

持するために、国会及び政府におかれては、漁船用軽油にかかる軽油引取税の免税をはじめと

する、以下の燃油税制にかかる措置を要望する。 

 

記 

 

１ 漁船に使用する軽油にかかる軽油引取税の免税措置について、恒久化すること。 

 

２ 農林漁業用Ａ重油にかかる石油石炭税の免税･還付措置について、恒久化すること。 

 

３ 地球温暖化対策税については、漁業者の負担が一切増えることのないよう万全の措置を講じ 

 ること。とくに燃油への課税についてはＡ重油に限らず、軽油も含めて油種にかかわらず負担 

 増を回避するよう措置すること。 

 

 以上、地方自治法第９９条の規定に基づき意見書を提出します。 

 

平成２３年１２月１６日 

 

宮崎県児湯郡川南町議会 

衆議院議長   殿 

参議院議長   殿 

内閣総理大臣  殿 

農林水産大臣  殿 

総務大臣     殿 

 

 以上のとおりでありますので、各議員の賛同を得て、御決定いただきますようお願い申し上げま

す。 

○議長（山下 壽君）  以上で、趣旨説明を終わります。これから、質疑を行います。質疑ありま

せんか。質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから、発議第８号「漁船用軽油にかかる軽油引取税の免税等に関する国への意見書につ

いて」討論を行います。討論はありませんか。討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから発議第８号について、採決します。お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに、
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御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。したがって、発議第８号「漁船用軽油にかかる軽油引取税の免税等に関

する国への意見書について」は原案のとおり可決されました。 

 お諮りします。ただ今可決されました意見書の取り扱いについては、議長一任願いたいと思い

ますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。したがって意見書の取り扱いについては、議長一任することに決定しまし

た。 

 日程第１７「議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件」を議題とします。 

 議会運営委員長から、会議規則第７４条の規定によって、お手元に配りました「本会議の会期

日程等議会の運営に関する事項」について、閉会中の継続審査の申し出があります。 

 お諮りします。委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議がないので、そのように決定しました。 

 お諮りします。来る１月２６日、高原町において時局講演会が開催されますので、議員全員出

席したいと思いますが。なお、この講演会については、別紙のとおり議員派遣取り扱いとしたいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議がないので、そのように決定しました。以上で、本日の日程は、全部終了しました。これで、

平成２３年第１０回川南町議会定例会を閉会します。お疲れさまでした。 

 

午前１２時１５分閉会 

 


